
令和６年度若狭地区近隣施設連携事業・福井県「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「わくわく体験塾」～若狭の自然と歴史にふれよう！～ 

令和６年９月 21日（土）～23日（祝・月） 

 

◆目的 

・若狭地域の歴史・文化にふれ、すばらしさに気づく。 

・大自然での体験を通して、自然の偉大さを学ぶ。 

・仲間との交流を通して、友情を育み、多くの思い出を作る。 

 

◆参加実績 

参加 24名 （応募総数 59名） 

 

②年齢別  

小学４年生   ６名 

小学５年生   ７名 

小学６年生   ７名 

中学１年生   ３名 

中学３年生   １名 

 

 

 

 

 

 

 

◆プログラム＜２泊３日＞ 

【１日目】 

・若狭歴史博物館   ・・・舟模型づくり体験、見学 

・若狭湾青少年自然の家・・・砂浜散策・砂浜遊び 

キャンドルサービス、宿泊 

【２日目】 

・海浜自然センター  ・・・イカの解剖体験、見学 

・年縞博物館     ・・・シアター鑑賞、見学 

・縄文博物館     ・・・見学、火おこし体験 

・三方青年の家    ・・・レザークラフト体験 

星空観察、宿泊 

【３日目】 

・里山海湖研究所   ・・・三方湖畔野鳥観察 

・園芸 LABOの丘    ・・・トマトの収穫、ピザづくり体験 

 

◆成果 

参加者アンケートでは、「どの体験もとても楽しかった。」「知ら

ない子としゃべれたり、友達になったりして楽しかった。」「新し

い友達と話すことができた。」「機会があったら、また行ってみた

い施設があった。」「時間が無くてすべて回れなかった施設へまた

行きたい。」「若狭の自然はとても美しいと思った。」「若狭の歴史

を知ることができて良かった。」「ボランティアの方がとても優し

く教えてくれた。」など、８つの施設の活動に満足したという回答

が得られ、若狭の歴史と文化にふれ、すばらしさに気づくと共に、

① 地域別 

三重県     １名 

京都府     １名 

奈良県     １名 

大阪府     １名 

大野市     ２名 

福井市     ２名 

鯖江市     ２名 

おおい町    ２名 

敦賀市     ７名 

小浜市     ３名 

美浜町     ２名 

＜   若狭湾の自然の家で集合写真    ＞ 

＜    砂浜散策、砂浜遊び    ＞ 

＜    舟模型づくり体験     ＞ 

＜  イカの解剖体験  ＞ 



仲間との交流を通して友情を育むというねらいが達成できた。 

 各８施設の担当者からは、「どの施設もその施設らしさが盛り込ま

れた内容で良かった。」「各施設職員が、他施設での活動を支援した

り、参観したりすることができていた。」「ボランティアが率先して

行動していてスムーズに運営できていた。」「天候が悪く荒天時のプ

ログラムに変更になったが、参加者がどのプログラムも満足して活

動できていた。」といったような担当者の満足度も向上してきている

感想がみられた。 

 

◆参加者の声 

□ 若狭歴史博物館で行ったクイズラリーでは、グループの人と

相談をしながら進められて良かった。 

□ 砂浜散策では、貝殻を友達と探したのが楽しかった。キャン

ドルサービスのゲームで友達との距離を縮められた。 

□ イカの解剖は初めてでとても楽しかった。自分で捌いたイカ

は美味しかった。 

□ 火おこしはとてもつらかったけれど、火がついた時はうれし

かった。 

□ 年縞博物館のナビゲーターの方の説明が本当に分かりやすか

った。土がものさしになっていたとは驚いた。 

□ 自分のオリジナルのレザークラフトができてよかった。 

□ 鳥は少なかったけれど、楽しく観察できた。 

□ トマトがいっぱい実っていて、それがすごく美味しかった。自

分だけのピザを作れたのでうれしかった。 

 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

○ ８施設の担当者が集まり、会議を重ねる中で、各施設の特徴を

生かし、歴史・文化・自然について学ぶために、その施設でし

か体験できない活動を計画できた。 

○ 自然と触れ合うことができ、さらにこの地域独自の体験がで

きる内容であった。 

○ 前回より２時間半ほど時間を繰り下げて開講式を行った。大

きな問題なく事業を進められた。 

○ 天候が悪く、いくつかのプログラムが変更になったが、参加

者は変更されたプログラム（荒天時プログラム）の内容に満

足していた。 

○ 運営側からは、参加者に対して「自分でできることは自分で

するように」と呼びかけた。子ども達に自律を促す言葉かけ

は有効であった。 

○ 事前にボランティアとボランティア担当職員がオンライン

打ち合わせで準備を進めた。一日の終わりにボランティアと

職員が当日の振り返りと翌日の活動の打ち合わせが十分で

きた。 

○ ボランティアが参加者の身の回りの指導や活動補助の役割

をしっかりと果たしてくれた。来年度以降もボランティアの

協力を得て、事業内容を充実させたい。 

○ 「わくわく体験塾」のつながりによって、８施設が普段の業

務でも連携が深められればこの事業の意味は大きい。 

＜  年縞博物館見学  ＞ 

＜  野鳥観察  ＞ 

＜  ミニトマトの収穫体験  ＞ 

＜  レザークラフト体験  ＞ 

＜  火おこし体験  ＞ 


